
平成27年 秋の年次公開検証（秋のレビュー）

｢京｣やHPCIの運営に年間約130億円の国費が投入されているが、これに見合う成果が得られているのか。

｢京｣の高い演算性能を必要とする研究利用のニーズは十分にあるか。

産業競争力強化に資するという目的に鑑み、「京」の産業利用は適切かつ十分か。

「京」の利用者の選定手続について透明性は十分か。

提示された論点

革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（HPCI）の構築（一般会計 15,868百万円）

HPCI戦略プログラム【文部科学省】（一般会計 0円） ※平成27年度終了

ポスト「京」の開発（一般会計 7,664百万円）

対象事業

①成果を分かりやすく説明すべき。

スーパーコンピュータの意義や成果について、多くの広報活動を行っているが、今後は取組そのものの認知を高めるととも
に、より一層工夫して、科学的成果及び実用的成果を分かりやすい説明に最大限努力する。特に、平成28年度には経済波
及効果について新たに算定すべく検討を進める。

②産業利用の割合を高めていくべき。

現在、全利用者の３割以上が産業利用であるが、平成28年度には専用枠を５％増加（合計15％）する。

③利用者の選定手続きについて、公表の範囲を拡充し、透明性を高めるべき。

中立・構成な審議の確保に留意して他の事例も参考に運用しているが、今後、選定委員会の配布資料のうち、申請時の課
題内容等の公開すべきでないものをより厳正に選別し、それら以外については、順次公表を検討する。

④国費投入額の削減に努力すべき。

｢京｣については、これまでも経費の合理化・効率化等に努めているが、平成28年に中間評価を実施し、効果的・効率的な運
用に努めていく。

ポスト「京」については、平成28年度に外部有識者によるコスト・性能評価を実施し、海外との比較や経済効果も含めてしっ
かりと検討していく。
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